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貢献する。

再生利用した肥料製造と販売及びその収集運搬事業に加え、農業事業

  株式会社谷ファームは環境保全の重要性を深く認識し、産業廃棄物を

の活動を通じて、循環型社会の構築と地域農業の発展と環境維持に

環境経営方針

　　　　　　環境経営理念

　　　　　　環境保全への行動指針

環境に関する法令、条例及び当社が受け入れた利害関係者の要求事項を
遵守する

③事業活動における水使用量の削減に取組む

改定日： 2020年5月1日

⑤環境に配慮した肥料製造事業を推進する

環境負荷の低減を図るため、以下の項目ごとに環境経営目標及び環境活動
計画を策定し、改善活動を推進するとともに各年度の活動計画結果等を
もとに見直しを行う

代表取締役

①肥料製造事業と農業事業における省エネと省資源化に取組み、二酸化
　炭素排出量を削減する

②肥料製造事業による廃棄物の再資源化を推進するとともに、事業活動に
　おける省資源化に取組み廃棄物排出量を削減する

⑥農業事業を通じ、地域環境保全と再生製品の出荷向上を図る

当社の全従業員はこの方針を認識し、構築した環境経営システムを
有効に活用する

この方針は全従業員に周知するとともに、一般にも公開する

事業活動における環境負荷を認識し、継続的な環境経営システムの改善と
環境負荷の低減に努める

④事業活動における化学物質使用の適正維持管理に取組む

制定日： 2008年3月31日
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

株式会社谷ファーム

代表取締役　谷　佳樹

（２） 所在地

【本社工場】 岡山県勝田郡勝央町植月北961番地1

【奈良支店】 奈良県御所市大字蛇穴406番地の1

（３） 担当者連絡先

環境管理責任者 ： 矢山　保 TEL：0868-38-1088 FAX：0868-38-1066

（４） 事業内容

産業廃棄物の収集運搬及び有機質汚泥、植物性残渣より有機質肥料を製造販売する

産業廃棄物中間処理業、農作物の栽培及び販売

（５） 現在の認証・登録範囲（全組織・全活動）

登録組織名 ： 株式会社谷ファーム

対象事業所 ： 本社工場、奈良支店

（６） 事業の規模

法人設立

資本金 万円

売上高 万円 （ 2021/12/1～2022/11/30 ）

名

名 名

㎥

第 号

ｔ / 日

受託した産業廃棄物の処理量 （ 2021/12/1～2022/11/30 ）

ｔ

ｔ

設備の概要

処理方法 切返し機による発酵処理

処理能力 90

14,199

本社

収集運搬量

脱着装置付
コンテナ専用車

2 台
コボレーンを使用し、二重にシートを掛け運搬する
荷台部にはゴムパッキンを施し、雫漏れを防止する

267.63

10,078.02中間処理量

原料破砕混合設備 自動切替し装置 選別装置

台数 被災・流出・悪臭に対する防止措置の方法

パート・アルバイト 10 合計 18

1990年12月25日

取締役

1,000

収集運搬車両

スクラバー トラックスケール 自動袋詰め設備

中間処理施設

施設の種類 有機肥料の製造施設

保管施設の容量 450

許可年月日 令和4年12月25日

許可番号 3329051899

社員 8

Ｒ9.12.24

Ｒ6.2.8

Ｒ5.9.3

2022年１2月27日現在

R4.12.25
H31.3.1
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

当社の実施体制と役割・責任・権限等を以下の図に示します。

□主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 中国電力 2019年度：調整後の係数　

２０２２年１月２８日現在

2020年 2021年 2022年

（電力）

115,980116,419117,574

単位項　目

一般廃棄物排出量 100 80 90kg

二酸化炭素総排出量 185,805 192,027 169,125

kg-CO2

kg-CO2

(化石燃料）

0.585

水使用量 678.5 511.5 357.5㎥

　〇最高経営者として環境経営に関する全ての責任と権限を有し、

　　主なものは次の通りである。

　　　a) 環境管理責任者の氏名や環境経営方針の制定及び改定

　　　b) 環境経営システム及び管理に不可欠な資源の用意

　　　c) 環境経営マニュアルの制定・改廃及び環境経営システムの見直し

　〇環境経営システムを効果的に実施する為、諸活動を統括・推進を

　　有し、主なものは次の通りである。

　　　a) 環境経営システムの要求事項確立と実施及び維持

　　　b) 見直しの為の環境経営システム実績の代表取締役への報告

　　　c) 環境関連法規の最新版管理と内部監査員の選任

　〇環境管理責任者の指示のもとに環境経営システムの有効な運用

　　の為の事務作業を行う。要因の専任兼任は問わない。

　〇環境経営システムに関する課題の審議を行う。

　　　a) 会議構成については、委員長を環境管理責任者、メンバーは

　　　　部門長又は代理人とする。

　　　b) 開催は必要に応じ、環境管理責任者が招集する。

　　　c) 役割は、委員長及びメンバーが提示した環境対策等の審議、

　　　　環境経営目標及び環境経営活動の審議、環境負荷の特定

　　　　内容の審議、環境経営マニュアルや環境文書の審議

　　↓

➞

　　↓ 　　↓

〇環境管理責任者を補佐すると共に部門における環境経営システムの諸活動の統括し

　推進する責任と権限を有する。グループ責任者と部門長を兼ねても良い。

　　↓ 　　↓

〇環境経営システムにおいて設定された目標を実践する役割を有する。

環境管理委員会

奈良支店

総務・営業部

グループ責任者

コンポスト事業部

グループ責任者

農業事業部

グループ責任者

本　社

総務・営業部　社員 コンポスト事業部　社員他 農業事業部　社員他

環境経営システムの実施体制図と役割

代表取締役

環境管理責任者

↓

事務局

↓
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□環境経営目標及びその実績

〇

□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

 二酸化炭素排出量の削減電力使用量の削減

取組紹介欄

2020年

2022年

化学物質使用量の
適正維持管理

　　　行動目標（次項による）

17,588 21,042 23,077 19,647 25,830

11月5月 6月 7月12月 1月 2月 3月 8月 9月

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値
評
価

（基準年) （目標） （実績）

2022年 2023年 2024年

178,373

基準年度比 － 96.5% 94.3% 96.0%

（目標） （目標）

177,444

95.5%
〇

二酸化炭素排出量の削減
電力使用量の削減

kg-CO2 185,805 179,302

二酸化炭素排出量の削減
化石燃料使用量の削減

kg-CO2 117,574 113,459 115,980

169,125

112,871 112,283

基準年度比 － 96.5% 102.2% 96.0% 95.5%
✕

94.0%

289,727

　廃棄物再資源化の推進
　製品出荷量の増加

kg 2,324.44 2,417.41 1,810.43 2,440.66 2,463.91

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 303,379 292,760 285,105 291,244

基準年度比 － 104.0% 105.0% 106.0%

11.6

✕
74.9%

11.8 11.8 11.7

－ 103.0% 101.2% 104.0%

・電気機器の稼働、使用に計画性を持つ ○

地域耕作放棄地の削減
134,930 136,554 136,240㎡

〇

・空調の抑制使用　冷房２８℃　暖房２３℃ ○

・不要な照明、空調のカット ◎

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇
肥料製造設備については需要に基づき、消耗部品の確認など
しっかり管理運営できた。
事務所の改修に伴い、照明のＬＥＤ化への変更もスムーズに
行えた。

・肥料製造設備の整備と適宜更新 ◎

105.0%

10月4月

26,800 27,707

27,240 18,298

23,861 22,195 24,099 22,365 23,172

27,947 26,061

29,271 30,984 30,315 29,552 27,294

29,156 24,981 28,236

95.5%
　水使用量の削減

㎥ 648.0

件

〇
678.5 654.8 357.5 651.4

96.5% 54.6% 96.0%

46 127
　コンポスト事業の推進
　肥料散布サービス

95.0%
　紙使用量の削減

kg 12.3

基準年度比

122

基準年度比 －

基準年度比 － 103.0% 36.6% 104.0% 105.0%
✕

128126

－ 96.0% 99.9%
〇

131,000 137,550

基準年度比

0

10,000

20,000

30,000

40,000

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

電力（kWh） 2020年 2022年

5 



化石燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2022年

2020年

2022年

廃棄物の再資源化の推進（製品肥料の出荷）

取組紹介欄

2020年

2022年

5月 6月 7月 8月

×
販促活動については、結果が伴わず難しい状況となったが、
自社圃場での消費は順調に推移している。

314.80 414.76

9月 10月

492.64

11月5月 6月 7月 8月 9月 10月

568.99 519.54 559.65

11月

2,961.0

コスト削減に対する意識は保たれており、良い方向ではある
と思う。今後の車輌類の購入・入替に関して積極的に効率重
視していきたい。

・急発進、急加速、アイドリングの抑制 ○

・車両整備による燃費の向上をはかる ○

・燃費効率の良い機械、車両の使用 △

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標

達成状況

○

12月 1月 2月 3月 4月

×

・適切な配車による効率的な運転の推進

444.00 272.17 362.15 393.87 377.67 444.09 560.41 463.25 509.43

289.34 252.08 313.09 180.09 276.94 309.79 494.35 409.68 393.64

3,225.0 3,460.2

145.660 111.630185.020

5月 6月 7月

76.560 198.150

10月 11月

3,459.0 3,170.0 2,496.0 2,768.0

290.870

157.020 49.640

329.410 159.654 82.540 335.774 113.510

△

9月

45.520

1月

123.040

3,261.0 2,873.0

8月

213.562

2,967.03,267.0 3,471.0 2,862.0 3,006.0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

148.200

2月

数値目標

154.150

3月

・製品販売の促進により再資源化を推進

176.350

274.620118.760

4月

・自社圃場での消費により再資源化を推進

194.500 213.550

12月

12月 1月 2月 3月 4月

3,348.2 2,486.0 3,951.0 3,574.0 3,644.5

3,834.6 3,038.0 3,641.0 4,441.0

◎

達成状況

237.180

3,927.3

0.00

200.00

400.00

600.00

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

ガソリン（L) 2020年 2022年

0.0

1,000.0

2,000.0

3,000.0

4,000.0

5,000.0

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

軽油（L) 2020年 2022年
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300.000

400.000
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水使用量の削減

取組紹介欄

2020年

2022年

化学物質使用量の適正維持管理

肥料散布サービス

取組紹介欄

2020年

2022年

地域耕作放棄地の削減

7月 8月2月

27.030.5 30.5 27.5

・使用量を把握し、適正量の設定、維持管理

114.5

数値目標

100.0

22.5 28.5

28.5

11月4月 5月

漏水による無駄な内容にならない様、補修・点検を徹底的に
した結果、安定した推移となった。今後も油断せず、雨水利
用も徹底したい。

27.5

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果とその評価、次年度の取組内容

基本的に使用量が少ないので、今後の農業拡大に向けて教
育・管理体制を強化していきたい。

27.5 26.0 26.0 126.0

27.0 26.0

4月 5月

37.0

6月

〇

○

達成状況

11月

27.528.5

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3

28.5

8月 9月

41.0

10月

5 25 13 25

10月

・上水利用削減のため農業用水の利用を促進 ○

・工場敷地内での作業用水は雨水利用を徹底 △

・水道配管からの漏水を定期的に点検 ◎

6月 7月

10

9月

3 1 6 13 7 6 0 0 0 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

10 7

6 4

・地域環境保全の為、耕作放棄地の利用推進 ○
農家減少による製品肥料出荷量の増加は難しくなってきてい
るので、自社圃場での消費を今後も重要視していく。地域融
和についても油断せず、理解を深めてもらえる様一層尽力し
ていきたい。

5 4

　肥料使用量の増加

・地域貢献により産業廃棄物処理業への

　理解を深める

◎

○

・耕作面積の拡大により再生化した

100.0 37.0

3月

散布サービスによる出荷量の拡大は農家減少になり、かなり
厳しい現況ではある。加えて肥料を取りまく環境も変化して
おり、情報収集と周知を強化していきたい。

・肥料散布サービスの拡大により
○

○
・事務局により最新の公害防止技術

7

12月 1月 2月 3月

8

12月

・適正維持管理手順書の作成、逐次更新 ○

・関係従業員の教育 ○

　環境保全技術に関する情報の収集・整理

数値目標 ×

達成状況

　環境負荷低減製品の販売促進

達成状況

41.0

1月

0.0

50.0

100.0

150.0

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

水使用量（㎥） 2020年 2022年

0

10

20
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肥料散布サービス（件） 2020年 2022年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

道路運送車両法

岡山県環境基本条例 全般：環境保全に関わる責務に関して問題なし

全般：該当する廃棄物の処理なし

トラックスケール：岡山県計量協会による精度確認検査
　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和4年11月実施）→ 次回令和6年実施予定

浄化槽法
本社浄化槽：岡山県健康づくり財団検査・技術上の基準に従って
　　　　　　保守点検及び清掃の実施（令和4年6月実施）→ 次回令和5年実施予定

肥料の品質の確保等に
関する法律

業務部：前年生産量等の報告及び管理制度・製品袋に定められた記載事項の
　　　　添付・販売業務の届出

エネルギーの使用の合理化等に
関する法律（省エネ法）

業務部：5～9月の午後の時間帯に、第2次発酵棟における切返し機の使用を
可能な範囲で制限した

業務部：自動車の登録・車両の保安基準、点検及び整理、検査

自動車ＮOｘ・ＰＭ法

岡山県環境への負荷の低減に関
する条例

全般：環境経営システムの取入

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

岡山県快適な環境の確保に関す
る条例

全般：環境経営システムの取入

勝央町廃棄物の処理及び清掃に
関する条例

全般：廃棄物の適正処理に関して町の対策に協力することをＥＡ21の運用により実践

消火器・消火栓設備・自動火災報知設備：消火器の入れ替え（令和13年交換予定）

本社建築物：該当する作業なし

消防法

大気汚染防止法

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

業務部：排ガス対策車両の登録と使用

廃棄物処理法 全般：廃棄物処理業の許可・収集運搬業の許可

環境教育推進法 全般：環境保全活動、環境教育の自主努力及び教育をＥＡ21の運用により実践

家電リサイクル法 全般：該当する廃棄物の処理なし

グリーン購入法 全般：再生品などの調達の推進をＥＡ21の運用により実践後、情報収集を継続

小型家電リサイクル法 全般：勝央町の実施体制未整備

フロン排出抑制法

循環型社会形成促進基本法

資源有効利用促進法 全般：ごみの発生抑制、リユース・リサイクルの促進をＥＡ21の運用により実践

農薬取締法 業務部・農業部門：農協にて通常販売の農薬使用・使用者の責務に関して問題なし

計量法

環境基本法 全般：環境経営システムの取入・廃棄物リサイクルの取組・対策の実施

全般：廃棄物等の発生抑制、循環資源の利用、適正な処分をＥＡ21の運用により実践
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□緊急事態対応訓練

場内、自社圃場での火災、事故の発生

■実施内容：

■実施部署：

■参加人数：12名

手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

①各発酵棟内での発酵温度の上昇に伴う火災の可能性

②気候変動による大規模な降雨・降雪・強風等に対応する可能性

③場内及び自社圃場での作業員の事故・怪我・体調不良等の可能性

→　今後の課題として検討・協議の上、緊急事態の想定をより現実化していく事とした。

□代表者による全体の評価と見直し・指示
※ 以下のとおり2022年度の見直しを行ったので適正な運用を指示する。 実施日： 2023年1月31日

②現状での想定される緊急事態について協議

■評価：
想定される緊急事態について、地域の気候変動や周辺
の環境変化があり、現状を協議する。

想定される緊急事態については資料の通りである。これまで訓練を実施してきた経緯を説明。
新たに想定される現状及び今後の具体例を協議した。

緊急事態の想定：

■実施日：2022年8月22日

①想定される緊急事態に関する現況の確認
全部署

・外部からの苦情等の受付け結果

・環境経営計画の実施状況および目標の達成状況

・是正処置および予防処置の状況

・業務内容の拡大に伴う変更の必要性

変更なし

変更なし

変更なし

●今後の農業部門の成長に期待している。法人としての規模の大きな事業等、前向きに協
議・検討を望む。

実施体制

指示内容

未達成項目について内容把握を行い、改善を求める

作業環境の改善について、協議を続けて提案する事を求める

総　　評

●目標設定や進捗に関する検討など、部門責任者の意識向上が顕著に感じられ成長面は評価
したい。コロナ禍に加えて世情の動向が厳しく、今後の事業運営に関しても厳しい状況にな
る予想ではあるが、目標を意識して活動させていきたい。

●緊急事態に関する再検討にもあったように、現状により一層沿った内容を踏まえた取組が
第一だと感じる。他の内容についても更新できるように要望した。

環境経営目標及び環境経営計画

項　　目 内　　容

見直し内容

　次の資料や関連情報をもとに、代表者による見直しをおこなった。

・法的およびその他の要求事項の順守評価結果

環境経営方針
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